
マーチィ’s ROOM
マーチィに訊け！
●群馬地名由来の探求●

マーチィVOICE

マーチィの掲示板

●ファシリテーターの紹介●

マーチィ

　由来については幾つかの説があるけど、そのうちの一つに、日本武尊（やまと
たけるのみこと）が妃の弟橘姫（おとたちばなひめ）を偲んで、「橘姫恋し　姫恋し」
と、繰り返し何度も叫ばれた丘を橘山（たちばなやま）と呼び、その北に位置す
ることに由来しているんだよ。村名として「きたたちばなむら」と呼ばれていたけ
ど、いつの間にか音読みの「ほっきつむら」と呼ばれ、2006年に渋川市と合併に
なり、「ほっきつまち」となったんだよ。現在でも二つの呼び名が残る北橘町だよ。
� 参考資料：「わたしたちの地名ぐんま」（社）群馬県子ども育成団体連絡協議会発行

� まちづくりラボ・サルベージ株式会社　大迫　道治

　平成24年度のパートナーネットワーク講座を受講させていただき、
群馬県まちづくりファシリテーターに認定していただくことができま
した。勤務先は東京ですが、講師の大下先生、アシスタントの滝沢
さんと仕事でご一緒する機会が多く、また、これまでみなかみ町や
旧利根村の水源地域ビジョンをはじめ群馬県内でお世話になること
が多かったため、県外ではありましたが参加させていただきました。
よそ者を温かく迎え入れてくださった皆様、ありがとうございました。
　認定後の平成25年度は、伊勢崎市、甘楽町において、大下先生が

コーディネートをされているワークショップの運営をお手伝いしました。私がファシリテーターとして登板することもありましたが、い
つも大下先生からは「本当に認定されたの？」とダメ出しをもらっています。講座資料を読み返して、もっとスキルアップしなければ。
　その他、現在取り組んでいることとしては、料理研究家と地元料理人のコラボによる地域固有の伝統野菜を活用した特産品開発や、地
元観光事業者と観光協会の連携による昔ながらの暮らしぶりを体験できる着地型旅行商品開発の支援を行っています。このように埋もれ
ている地域資源を引き上げる（サルベージする）観光事業を、今後も地域の皆さん一緒に実践していきたいと考えています。
　ファシリテーターとしてはまだまだですが、観光まちづくりや観光事業の様々な業務において講座で学んだことを少しでも活かし、地
域のお役に立ちたいと思います。

ねぇ、マーチィ。“渋川市北橘町”について教えてクリ！！

まち 's クリ

県・市町村人事交流を終えて・・・
真下　和之（前橋市→群馬県都市計画課都市計画係）

　平成25年４月より人事交流職員として前橋市から派
遣され、１年間、群馬県都市計画課都市計画係に配属さ
れていました真下と申します。配属された当初は、環境
に慣れることができるのか不安でいっぱいでしたが、課
長をはじめ課の皆様のおかげで無事に役目を終えること

ができました。都市計画定期見直しに係る関係機関との調整や区域マス
タープランの改定に係る協議、都市計画道路の見直しなど多くを学ばせ
ていただきました。市役所に戻ってもこれらの経験を活かして、前橋市が
魅力ある持続可能なまちとなるよう業務に励んでいきたいと思います。

三井　創史（桐生市→群馬県都市計画課景観・都市行政係）
　この一年を振り返って一番感じたことは、景観
と言ってもまちによって大事にしている景観は違
うということです。街中や田畑、山並みなど町
によって特色があり、県全体を見られたからこ
そ、各まちの個性が見て取れました。また、市町

村職員の方、県の方とも仲良くなれ、色々と助けていただきました。
聞きたいことが気兼ねなく聞ける環境ができたことは県に来てよ
かった点であります。この一年でできた繋がりを今後も大切にし
ていきたいと思います。みなさん大変ありがとうございました。

庭田　泰好（明和町→群馬県都市計画課都市計画係）
　平成24年度のまちづくり推進係、平成25年度
の都市計画係として２年間明和町から研修職員と
してお世話になりました。
　この２年間で感じたことは、どこの市町村も“ま
ちづくり”に真剣に向き合い、様々な取り組みをし

ていることでした。今後は、明和町の“小さいながらもキラリと光
るまちづくり”のために、県庁生活で学んだ知識や経験を少しで
も活かせればと思います。県・市町村の都市計画職員の方々には、
大変お世話になりましてありがとうございました。

稲垣　純（藤岡市→群馬県都市計画課まちづくり推進係）
　平成25年４月より県都市計画課に配属となってから、
早一年が経ちました。私自身、人見知りな性格のため、
当初はまったく落ち着かず、業務もなかなか手に着か
なかったことを覚えております。しかし、都市計画課の
皆様から暖かいご指導を賜り、人事交流を無事に終え

ることができました。都市計画課の皆様には、この場を借りてお礼申し
上げます。一年間の業務を通して、県内及び全国の市町村のまちづくり
の事例を知ることができ、大変勉強になりました。今後は市の業務に戻
りますが、人事交流で学んだことを活かせるように頑張りたいと思います。
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大迫道治さん（下段一番左） 講座の様子


